
改

作

の

あ

と

さ

き

ー

『
下
谷
の
は
な
し
』
か
ら

『
下
谷
叢
話
』
へ

福

井

辰

彦

は
じ
め
に

そ

も
そ

も
何

の
障
害

も
な
く

す
ん

な
り
と

書
き

上
げ

ら
れ

る
文
学

作

品
な

ど
あ

り
は

し
な

い
で
あ

ろ
う
が

、
荷

風

の
史

伝

小
説

『
下
谷

叢

話
』

が
経

た
紆
余

曲
折

は
や

は
り
特

別

の
も

の

の
よ
う

に
思

わ
れ

る

(こ
。

大

正

十

二
年

、
荷

風

は

『
濯

江
抽

斎

』
、
『
伊

沢
蘭

軒

』

と

い

っ

た

鵬

外
史

伝

小

説

に
触

発
さ

れ

、

七

月

二
十

七

日

の

『
断

腸
亭

日

乗
』

に
、

「毅

堂
鷲

津

先

生

の
事
蹟

を
考

謹

せ
ん

と
欲

す

。
三
)」
と

記
す

。

こ
れ
が

『
下
谷
叢
話

』

の
そ
も

そ
も

の
出

発
点

で
あ

る
。

こ

の
後

約

一
月

の
調
査

の
の
ち

、
『
日
乗

』

八
月

三
十

一
日
条

に

は
、

「終

日
鷲
津

先
生

事
蹟
考

謹

の
資
料

を
整

理
す

。
晩

餐

の
後
始

め

て

考

謹

の
棄

を

起
す

。
」
と

記
す

に

い
た

る
。

し
か

し
、

そ

の
翌

日
九

月

「
日
は
大

震
災

が
東

京
を
襲

っ
た

日
で
あ

る
。
当
然

執
筆

は
中

断

さ

れ

る
。

そ

し

て

『
日
乗
』

十

―
月
三

日
条

に

は
改

め

て
、

「
鷲
津

毅
堂

大

沼
枕

山
二
家

の
伝

を
起
草

す
。

題

し
て
下

谷

の
は
な

し
と
な

す

。
」

と
記

す

。
『
下

谷
叢

話

』

の
初

出

に
あ

た

る

『
下

谷

の
は
な

し
』

で
あ
る
。

こ
れ
は
翌

大
正

十
三
年

二
月

か
ら

七
月

に
か
け

て
雑

誌

『
女
性

』

に
掲
載

さ
れ

る
。

と

こ
ろ
が
、
『
日
乗

』
大

正
十

三
年

五
月

五
日
条

に

は
、

尾

州

丹

羽

の
鷲

津

順

光
翁

父
祖

四

世

の
詩

文

棄

を

郵
送

せ
ら

る
。

之
を

読
む

に
、

余
が

下
谷

の
は
な

し

の
前

半

は
改
作

の
必

要
な

る
を
知

る
。

と

記

し
、

『
下

谷

の

は
な

し
』

は

「
三

十

五
」
、

慶

応

三

年

で
中

断

さ

れ
る
。

こ
こ
か
ら
大

幅

な
修

訂

・
増
補

が

な
さ

れ
、
大

正
十

四
年

二
月

十

七

日
脱

稿

三
冒、

同

十

五

年

三

月

二

十

日

刊

行

さ

れ

た

の

が
、

初
版

に
あ

た

る
春

陽
堂

版

『
下
谷

叢
話
』

で
あ

る
。

こ
の
後
荷
風
は
、
昭
和
十
四
年
十

一
月
二
十
八
日
刊
冨
山
房
版

『諏
下
谷
叢
話
』
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
二
十
五
日
刊
中
央
公
論
社

一39一



版

『
荷

風
全

集
』

第
十

三
巻

所
収

『
下

谷
叢

話
』

と
二
度

に
わ

た
り

修

訂

・
増

補

を
重

ね

て

ゆ
く
。

し

か

し
、
『
下

谷
叢

話
』

の
お

お
よ

そ

の
形
が

固
ま

る

の
は

『
下
谷

の
は
な

し
』

か
ら
春

陽
堂

版

『
下
谷

叢

話
』

へ
の
改
作

に
よ

っ
て
で
あ

る
。

↓

こ

の

『
下

谷

の
は
な

し
』

か
ら
春

陽

堂
版

『
下
谷

叢

話
』

(
以
下

単

に

『
下
谷
叢

話
』

と
表

記
す

る
場

合
、

春
陽
堂

版

を
指
す

も

の
と

す

る

。
)

へ
の
改

作

に

つ

い

て

の
先

行

研

究

に

は

、

竹

盛

天

雄

「
『
下
谷
叢

話

』
縁

起

初

出

か
ら

改
作

へ
の
す

じ
み
ち
ー

」

(
『
文

学

』

一
九

六

五

・
九

)

と

前

田
愛

「
荷

風

に
お

け

る

江

戸

ー

『
下

谷
叢

話

』

を

め
ぐ

っ
て

」

(
『
国
文

学
』

一
九

七

〇

・
六

)

が

あ

る

。

竹
盛

氏

は
、

『
下
谷

の
は
な

し
』

に

お

い

て
荷
風

は
、

枕

山

に
自

身

の
境

涯

・
思

想

・
趣
味

を
重

ね
合

わ

せ
る

こ
と

で
、
自

己
主
張

を

行

っ
て
お
り
、

そ

の
た

め
に
性

急

で
主
情

的
な

表
現

が

し
ば
し
ば

見

ら

れ
る

と
す

る
。

竹
盛

氏

が
挙

げ

る
例

の
う

ち

三
個

所

を

見

て
み

る
。

「
九

」

で
は

枕

山

の

「三

田
薬

王
寺

に
先
君

子
竹

渓
先

生

の
墓
を

展

し
た
五

言
古

詩

一
篇

」

の

「鎮
年

走
道

途
。

無
暇

奉
祭

祀
。

地
下

若
有

知
。
豊

謂

克
家

子
。
惟

有

詩
癖

同

。
家

声

誓

不
墜
。
」

と

い
う

個
所

を

引
き

、

枕
山
は
こ
の
誓
言
に
背
か
ず
決
し
て
家
声
を
墜
さ
な
か
つ

た
。
家

声

は
枕

山

の
た
め

に
却

て
揚

つ
た

の

で
あ
る
。

わ
た

し

は
若

し
枕

山
が

無

か

つ
た

な
ら

ば
其

父
竹

渓

の
詩
名

は
夙

に
忘

れ

ら
れ

て
し
ま

つ
た

と

云
ふ
を

憧
ら

な

い
。

と
述

べ
る
。

枕

山
が

い
な

け
れ
ば

、

竹
渓

は
忘

れ
ら

れ
た

だ
ろ

う
と

い
う

の
は

言

い
過

ぎ

で

あ

り
、

改

作

後

は

「家

声

は
枕

山

の

た
め

に
」

以

下

の
部

分

は
削
除

さ
れ

る
。

し

か
し
、

こ
う

し
た

や
や

過
剰

な
記

述

か
ら

は
、

永

井
家

の
嫡
男

と

し

て

の
役
割

を

放
棄

し
た

〈不

肖

の
子

〉
荷

風

の
悔

恨

が
読

み

取

れ

る
。

ま

た

、

「
十

八
」

の
枕

山

に

つ
い
て

の
次

の
よ

う
な

記
述

は
、

荷
風
自

身

に

つ
い
て

の
評

言
と

し

て
も
読

み
得

る
。

此

年
新
春

の
諸
作

に
見

る
に
枕

山

は
頻

に
自
家

の
本
領

の
唯

詩
を
つ
く
る
に
在
つ
て
仕
官
を
欲
せ
ず
名
声
を
喜
ば
ざ
る
事
を

述
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
文
字
の
遊
戯

で
は
な
い
。
枕
山

の
常
に
閑
散
自
適
の
生
涯
を
欲
し
て
ゐ
た
事
は
時
に
従
ひ
物
に

会
ふ
毎
に
其
の
作
中
に
云
は
れ
て
あ
る
。

こ

の
年

七
月
枕

山

は
両

国

の
川
開

を
見

て
異
常

な

る
感

興
を

覚

え
た

と

見
え

、

「
両

国
観

二
姻

火
戯

一歌

」

に
二

百

二
十

四
字

を
費

し

て
ゐ

る
。

(中

略
)

こ

㌻
に
歌

は

一
転

化

し

て
京
都

鴨

川
夜

涼

の
景

を

論
じ

出
し

「地
錐

二
佳

麗

一太

偏

狭
。
辣

酒
鮮

肉

到
頭

乏

。
」

と
な

し
其

の
遂

に
東

都

両

国

の
非

に
あ

ら
ざ

る
事
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を

云

ひ
、

「姻

火

夜
夜

舟

日

々
。

両
国

繁

華

天

下
無

。
」

と
断

言
を

下
し
た
。

枕

山
は
飽

く
ま

で
武
江

享
楽

の
詩

人
で
あ

る
。

嘗

て
赤

羽
橋

に
立

つ
て
服

部
南
郭

を
憶

ひ

元
禄
享
保

の
風
流
を

追

想

し
た

の
も
偶
然

で
な

い
。

近
世
儒

家

の
中
寺

門
静
軒

、
大

沼
枕

山
、
成

嶋
柳

北

の
三
家

は
大

田
南

畝

に
継
ぐ

べ
き

江
戸
純

粋

の
文

人
と

称
す

べ
き

で
あ
ら
う

。

一
方

、
鷲
津

毅
堂

に

つ
い
て
語
る

こ
と

は
、
先
祖

を
顕

彰

し
、
追

慕

す

る

こ
と

で
あ

り
、
現
実

政
治

に
身

を
投

じ
た
毅

堂

の
生
臭

さ
、

俗

物
性

は
、
血

縁

と
し

て

の
親

愛
感

か
ら

不
問

に
付
さ

れ
て

い
る
と

す

る
。
改
作

に

つ
い

て
は
、
新
資

料

入
手

に
よ

っ
て
そ

の
必

要
が
生

じ
た

も

の
と

す
る
。

改
作

の
結

果
、

間
接
的
資

料

か
ら

の
推
測

が
、

一
次

資

料

に
置
き
換

え

ら
れ

る
な
ど

記
述
が
整

理

さ
れ
、

右

に
引

い
た
よ

う

な
主
観

的

記
述

も
減
少

し

て
い
る

こ
と
を

指
摘
。

史
伝

と

し

て
の

形
式

は
整

え

ら
れ

た
が
、

改
作
前

に

見
ら
れ

た
作
者

と
作

品
世

界
と

の
緊

張
感

や
、

追

尋

の
迫
真

感

は
薄

ま

っ
て
い
る

と
評
す

る
。

し
か

し
、

枕
山

・
毅

堂

の
評

価

・
位
置

付
け

は
改
作

前
後

で
変

化
は

な

い

と
論

じ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
前

田
氏

は

、

改
作

に
よ

り
追

加

さ

れ

た
第

三
十

六
、

明
治

元
年

以
降

に

つ
い
て
、
第

四
十

に
引
か

れ
て

い
る
中

根
香

亭

『
天
王
寺

大
臓

悔
』

が
毅

堂

の
俗
物

ぶ
り

を
椰
楡

し
た

内
容

で
あ

る

こ
と
に
着

目
。

新
政

府

の
官

僚

と
な

っ
た
毅
堂

に
対
す

る
荷

風

の

違
和

感

・
反

発
が
表

れ

て
い
る

の
だ
と

す
る

。
ま

た
、
官

僚
と

し

て

ど
ち

ら

か
と

い
え
ば

不
遇

で
あ

っ
た
毅

堂

の
憂
悶

に

つ
い

て
言

及

し

な

い
こ
と

や
、
第

三

十
七

で
登
米

県
着

任
時

の
毅
堂

の
訓

示
を

引

い

た
後

、

一
言

も

コ
メ

ン
ト

を
加

え
な

い

こ
と

も
、
毅

堂

に
対
す

る
皮

肉
な

視
線

を

反
映

し
た
も

の
で
あ
る

と
述

べ
る
。
多

く

の
下
谷

文
人

た
ち

の
死
が
語

ら
れ

る
中

で
、
森
春

濤

の
死

に

つ
い
て
ま

っ
た

く
触

れ
な

い
こ
と
も
、

明
治

政
府

高
官

と

の
関
係

を
利
用

し

て
成

功

し
た

春
濤

に
対

す

る
批
評

を
含

ん
で

お
り
、

毅
堂

に
お
け

る
省

筆
と

同
性

質
だ

と
も

い
う
。

そ
し

て
改
作

は
、
資

料

の
収
集

・
検
討

を
進

め

る

う
ち

毅
堂

の
官

僚
的

俗
物

性
が
覆

い
切

れ
な

く
な

っ
た
結

果
な

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
と
結

論
付

け

て
い
る
。

改

作

の
動
機

と
毅
堂

の
評

価

・
位

置

付
け

に

つ
い
て
、

両
氏

の
見

解

は
異
な

っ
て

い
る
の

で
あ
る
。

本

稿

で
は
、

こ
の
点

も
含

め
、

改
め

て

『
下
谷

の
は
な

し
』

改
作

の
意

味
を

考

え
る
。

ま

ず

、
『
下

谷

の
は
な

し
』
、
『
下

谷
叢

話
』

両

作

の
冒

頭
部

分
を

比
較

す
る

こ
と

か
ら
考

察

を
始

め
よ
う
。

以

下
主
な

異

同
を

列
挙
す

る
。
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①
最

初

の
段
落

は

ほ
ぼ

同

文

で
、

弟

誕
生

の
際
、

下
谷

の
祖

母

の
家

す
な

わ
ち

鷲
津
家

に
預
け

ら
れ

た

二
と

、
当

時

の

こ
と

は

『
下
谷

の

家

』

(
明
治

四

十

四
年

二
月

、
『
三

田
文

学
』

に
掲
載

。
)

に
書

い
た

こ
と
を
述

べ
る
。

こ

の
後

『
下

谷

の
は
な

し
』

は
、

下

谷

の
家

は
今

年
九

月

一
日
、

東
京

市

の
大
半

を
灰

に
し
た

震

後

の
火

に
焼
亡

し
た
。

其

の
在

り

し
処

は
竹
町

四
番
地

で
あ

る
。

い

つ
も
露
店

の
賑

で
あ

つ
た
三
味

線
堀

の
通

か
ら

左

へ
折

れ

る
横

町
で
、
生

駒

の
金

毘
羅

と

い
ふ
小

祠
と
其

の
塀

を
連

ね

た
曲
角

に
土
蔵

の
立

つ
て
ゐ
た

屋
敷

で
あ

つ
た
。

と
続

き
、

明
治

四
年

以
来

そ

の
地

に
住

ん
だ

鷲
津
家

は
、

近
傍

で
も

古

い
家

で
あ

っ
た

と
述

べ
る
。

こ
れ

に
対

し
、

『
下
谷
叢

話
』

の
第

二
段

落

は
、

下

谷

の
家

は
去

年

癸
亥
九

月

の

一
日
東
京

市

の
大
半

を
灰

に

し
た
震

後

の
火

に
焼

亡
し

た
。
わ

た

く
し
が

こ

㌧
に
下

谷
叢
話

と
題

し

て
下
谷

の
家

の
旧
事

を

記
述

し
や
う

と
思

立

つ
た

の
は

之
に

よ

つ
て
柳
災

禍

の
悲

し
み
を

慰

め
や
う

と
す

る

の
意

に
他

な
ら

な

い
。

下

谷

の
家

は

わ
た

く
し

の
外
祖

父
な

る
毅
堂

鷲
津

先

生

の
明
治

四
年

の
春

こ

㌧
に
居

を

ト
さ
れ

て
よ

り

五
十
有

二

年
に

し

て
烏

有
と

な

つ
た
。

其

日
下
谷

の
家

に

は
わ
た

く
し

の

伯
父

母
と
臆

て
其

後

を
嗣

ぐ
べ
き

わ
た

く

し

の
弟
貞

二
郎

と
其

妻

お

よ
び
児

女

三
人
が

住

ん
で

ゐ
た
。

幸

に
し

て
老

幼

=
家
皆

悪

な

く

、

と

続

く

。

相

扶
け

て
難
を

上

野
公

園
に
避

け
た

の
で
あ

る
。

②

次

に
両

作

と
も

鷲
津

家

の
家

系

、
鷲

津

幽
林

の
伝

と
続

く
。

『
下

谷

の

は
な

し
』

で

は

『
尾

張

名

所

図

会
』
、

鷲

津

家

の
系

図

・
口

碑

、

『
五

山

堂

詩

話

』
、

『
毅

堂

丙

集

』
、
『
伊

沢

蘭

軒

』
、

『
先

哲
叢

談
』

な

ど
を

参
照

し

つ
つ
も
、

決
定

的
な

資
料

を
欠

く
た

め
、

あ
れ

こ
れ

と
推

測

を
重

ね

る
。

}
方

、

『
下
谷
叢

話

』

は
幽

林

の
行

状
、

『
幽
林

先
生

遺
稿
』

な

ど
を
新

た

に
得

た
た

め
、

こ
れ

ら

の
引

用

を

中

心

に
記
述

が
整

理
さ

れ

て
い

る
。

③

次

に
大

沼

竹
渓

に

つ
い
て

の
記
述

が
続

く
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

で
は
、

鷲
津

家

の
家
系

を
た

ど

る
条

、

幽
林

の
伝

を
述

べ

る
前

に
、

「幽
林

の
長

子
次

右
衛

門
、

ま
た
貞

助

と

い
ふ
。
次

右
衛

門

は
少

く

し
て

江
戸

に
出

で
幕

府
御

広
敷

添
番

、
大

沼

又
吉

と

い
ふ
も

の

の
養

子
と
な

つ
た
。

号

を
竹
渓

と

い

ひ
詩

を
善

く

し
た
。

今

日
世

人

の
尚

記

憶

し

て
ゐ

る
詩

人
大

沼
枕

山

は

竹
渓

の
子

で
あ

る
。
」
と

い
う
記

述

が

あ

る
が

、
『
下

谷
叢

話
』

で
は

こ

こ
で
初

め

て
竹

渓

・
枕

山

の

名

が
出

る
。

『
下

谷

の
は
な

し

』

は
章

を
改

め
、

幽

林

の
四

子
を

紹
介

し
た

後

、

わ
た
し
は
先
幽
林
の
長
子
竹
渓
次
右
衛
門
が
何
故
鷲
津
家
を
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継

が
な

か

つ
た
か
。

其

の
江

戸
に
出

で
た

の
は
何
歳

の
頃

で
あ

つ
た

か
。

そ

し

て
大

沼
氏

の
家

を

つ
い
だ
事

情

の
何

で
あ

つ
た

か
を
知

ら
な

く

て
は
な

ら
な

い
。

然

し
平
生

疎
瀬

の
わ

た

し
は

此
等

の
穿

竪

を
敢

て
す

る
力
を

欠

い
て
ゐ
る
。

わ

た
し

は
大
沼

枕

山

の
後
喬

の
下

六
番

町
に
在

る
を
探

知

し
、
赴

き
訪

う

て
、

僅

に
其
笙

域

の
三

田
魚

藍
坂

上
薬

王
寺

に
あ

る

こ
と

を
知

り
得

た

に
過
ぎ

な

い
。

と

し

て
、

展
墓

の
こ
と

に
移
る
。

『
下

谷
叢
話

』

は
幽
林

の
四

子
を
挙
げ

、

竹
渓
が

大

沼
氏
を
襲

つ

た

こ
と
、

そ

の
子
が
枕

山

で
あ

る
こ
と

を
述

べ
、

菊

池
桐
孫

の
五
山
堂

詩
話
巻

の
九

に

「
竹
渓

、
源

ノ
典

、
字

ハ
伯
経

、
尾

張

ノ
人
ナ

リ
。
今

幕
府

二
給
仕

ス
。

傲

骨
峻

帽
、

詩

ヲ
論

ス
ル

コ
ト
尤
精

厳
ナ

リ
。

人
多

ク
指
樋

ヲ
蒙

ル
。

余
騒

壇

二
相

逢

フ
毎

二
隠
ト

シ

テ

一
敵
国

ノ
如

シ
」

云

々
。

と

言

つ

て
あ

る
。
わ

た
く

し
は
鷲

津
氏

の
家

系

を
討
究

し

て
偶
然
大

沼

竹
渓

父
子
が

鷲
津

氏

の
族
人

で
あ

る

こ
と
を
知

り
大

に
興
味

を

覚

え
、

先
そ

の
墳
墓

を
さ

ぐ

り
更

に
大
沼

氏

の
遺

族

を
尋
ね

て

之
を
訪

問

し
た
。

わ
た

く
し

は
わ
が

外
祖

父
鷲
津

毅
堂

の
こ
と
を

述
ぶ

る

に
先

立

つ
て
、
し
ば

ら

く
大

沼
竹
渓

の
こ
と
を

語
る

で
あ

ら
う
。

竹

渓

は
晩

年
下

谷
御
徒

町

に
住

し
た
。

そ

の
男

枕

山
は
仲

御
徒

町

に
詩

社

を
開

き
鷲

津

毅
堂

も
亦

そ

の
近
隣

に
帷
を

下

し
て
生
徒

を
教

へ
た
。
わ

た
く

し
が
此

の
草

藁
を

下
谷
叢

話
と

名

づ
け
た

所

以

で
あ
る
。

と

続

け
、

こ
こ

で
章
を

改

め

て
、
展

墓

の
こ
と

に
移

る
。
『
五

山
堂

詩
話

』
巻

九

は
、
右

の
引

用
個

所

の
少

し
後

で
、
幽

林

に

つ
い
て
述

べ
る
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

は

そ

こ
を
も
合

わ

せ

て
、

幽
林

伝

の
条

で
同
書
を

引

い
て

い
る
。

②
は
前
掲
論
文
で
竹
盛
氏
が
指
摘
し
た
点
で
あ
る
が
、
両
作
冒
頭

部
分
か
ら
読
み
取
り
得
る
改
作
の
意
味
は
、
史
料
の
充
実
と
記
述
の

整
理

・
客
観
化
の
み
で
は
な
い
。

『
下
谷
叢

話
』

は
、

①

の
変
更

に
よ

っ
て
作

品
冒

頭

で
執

筆

の
動

機

・
目
的

を
明

示
し
た

。
ま

た
、
③

に
よ

っ
て
竹
渓

・
枕

山

に

つ
い

て
の
記
述

を

一
個

所

に
ま

と
め
、
毅

堂
伝

と
並

ぶ
作

品

の
中
心

で
あ

る

こ
と
を

明
示

し
た
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

が
執

筆

の
動

機

・
目
的

や
枕

山

の
位

置
付

け

に

つ
い
て

語
る

の

は
、
第

二
回
目

の
掲

載

、

「
六
」

に

い
た

っ
て

で

あ

る
。

「
わ

た

し
は
初

こ

の

「
下

谷

の
は
な

し

」
と

題

し
た
草

稿

に

筆
を

把
り

か
け
た

時

に
は
、

わ
た

し

の
外
王

父
な

る
毅
堂
鷲

津
先

生

の
行
実

に

つ
い
て
わ
た

し

の
聞

知
す

る
事

の
か
ぎ
り

を
記
述

し
、

将

来

「
下

谷

の
家

」

を

継

ぐ

べ

き
年

少

の
子
弟

に
示

さ

ん
事

を

欲

し

た
」

こ
と

、

「
古

老

の

口
に
伝

へ
ら
れ

た
家

乗

の
浬

滅

」
が

、
震

災

後

特

に
懸
念

さ
れ

る

こ
と

が
動

機

・
目
的

と

し
て
挙
げ

ら

れ
る
。

枕
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山

に

つ
い

て
は
、

下
谷
竹

町

の
鷲

津
家

に
在

つ
た
文
書

は
、

わ
た

し

の
借

覧
を

許

さ
れ

た
系

図
が
わ

た

し

の
家

に
残

つ
た

の
み

で
、

そ

の
他

は

悉

く
烏
有

に
帰

し
た

。
今
鷲

津
毅

堂

の
伝
を

編
年
体

に
綴

り
行

く

こ
と

は
困
難

で
あ

る
。

わ
た

し
は

「
枕
山

詩
紗

」

の
編

年
体

な

る
を

基
と

し
て
、

こ
れ

に
拠

つ
て
毅

堂

の
行
実

を
記
述

し
よ

う
と

思

つ
て

ゐ
る
。

枕
山

は
毅
堂

の
従

祖

父
で
あ

る
。

二
家
も

と
よ

り
宗

族

の
親

誼

あ
る

が
上

に
、
弘

化

以
後
倶

に
下

谷

に
住

し
其

交
遊

は
亦
頗

頻

繁

で
あ

つ
た
。
さ

れ
ば

二
家

の

一
を
除

い

て
独

り

一
家

の
伝

を

つ
く

ら
ん
事

は
却

て
不
可
能

で
あ

ら
う
。

と
位

置
付

け

る
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

は

「将
来

「
下
谷

の
家
」

を
継

ぐ

べ
き

年
少

の
子
弟
」

を
読
者

に
想

定

す
る
。

こ
れ
に

比

べ
る
と

『
下
谷
叢

話
』

が
冒

頭

で

示
す

、
震

災

で
失

わ

れ
た

も

の
を

記

し
留

め
、

「災

禍

の

悲

し

み
を

慰

め

や

う
」

と

い
う

動

機

・
目
的

は

よ

り

一
般

性

を
持

ち
、

開

か

れ
て

い
る
と

言
え

る
。

ま

た
、

『
下
谷

の
は
な

し
』

は
、

枕

山
が

、

「
下

谷

の
家

」

に

つ
い

て
記
す

べ
き
作

品

の
中

心
的

な
位

置
を
占

め

る

こ
と
に

つ
い
て
、

い
さ
さ

か
苦

し

い
釈

明

を

し
て

い
る

よ
う

に
見
え

る
。

こ
れ

に

対
し

『
下
谷

叢
話
』

は
ご

く
自

然

に
枕
山

を
作

品

の
中
心

と
し

て
、
毅

堂
と

並
立

さ

せ

て
い
る
。

作

品

の
枠

組

み
に
関

す

る

こ
う

し
た

記
述

が
、

冒
頭

に
移
さ

れ
た

こ
と

も
踏

ま

え

る
と

、
『
下

谷
叢

話
』

へ
の
改

作

は
、

明
確

な

構
成

意

識

の
も
と

に
成
さ

れ

た

の
だ

と
考

え

ら
れ

る
。

そ

れ

は

『
下

谷

の

は
な

し
』
以

上
に

は

っ
き
り
と

、
枕

山
を

作
品

の
主

要
な

要
素

と
し

て
位
置

付
け

よ
う

と
す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

「
十
六

」

で
は

、

弘
化

三
年

江

戸

に
出

て
来

た
毅
堂

の
居

所
に

つ
い
て
次

の
よ
う

な
推

測
を

行

っ
て

い
る
。

わ

た

し
は

ニ

ン
に
毅

堂
が

両
夜

相

つ
い
で
枕
山

と
飲

ん

で
ゐ

る

事

か
ら

、
毅
堂

は
昌

平
饗

寄
宿

寮

の
類
焼

し

た
後
枕

山

の
家

の

近

く

に
寓
居

し
た

の

で
は
な

い
か

と
思

ふ

の
で
あ

る
。
此

の
想

像

に

一
歩
を
進

ま

し
む
れ

ば
、

毅
堂

は
枕

山

の
家

か
或

は
大
沼

治

郎
左

衛
門

の
家

に
寄
寓

し

て
ゐ

た

の
で
は
な

か

ら
う

か
。
鷲

津

と
大

沼
と

は
親
戚

の
間

柄

で
あ

る
事

を
思

へ
ば
此

の
想

像

は

さ

し

て
所
以
な

き
も

の
と

は

云
は

れ
な

い
。

ま

た
、

「十

九

」

で
は
、

嘉

永

三
年

『
聖

武

記
採

要

』

出
版

に
対

す

る
幕

府

の
追
及

を
逃

れ
る
た

め

に

一
時

房
州

に
潜

伏

し
た

こ
と

に

つ
い
て
、わ
た

し
は
毅

堂
が

潜
伏

の
地

を
房

州

に
選
ん

だ

の
は
枕

山

の

言

ふ
所

に
従

つ
た

の

で
は
な

い
か

と
思

ふ
。

房

総

の
素
封

家

に

し
て
詩

文
を
好

む
も

の
は
天
保

九
年

以
来
多

く

は
枕

山
を

師
と

な

し

て
ゐ
た

か
ら

で
あ
る
。
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と

い
う

推
測

を
行

っ
て
い
る
。

竹

盛

氏

は

こ

れ
ら

に

つ
い

て
、

「
「
血
縁

性

」

を

強

調
す

る

こ
と

で
、

つ
ま

り
は
親

戚

づ
き

あ

い
を
さ

せ

る

こ
と

で
」
、

毅

堂
伝

と
枕

山

伝

の
分
裂

を
回

避
し

よ
う
と

し
た

と
す

る
。
そ

し

て
、

こ
れ
ら

の

推

測
個

所
が

改
作

後
削
除

さ
れ

た

こ
と
に

つ
い
て
は
、

主
情
的

で
性

急

な
記

述

が
避
け

ら
れ

る
と

い
う
改
作

全
体

の
傾

向
に

沿

っ
た

も

の

で
あ

り
、

「毅

堂

そ

の
も

の

の
と
ら

え

か
た

に
は
、

初

稿

と
改

作
と

の
問

に
そ

れ
ほ
ど

距
り

が
あ

る
と
は
思

わ
れ

な

い
。
」
と

す

る
。

し

か
し
、

二
個

所

の
推

測
が

、
毅
堂

と
枕

山

の
間
に
あ

る
懸

隔
を

埋

め

る

も

の

で
あ

っ
た
な

ら
ば

、
逆

に
そ

れ

ら

を
削

除

す

る

こ
と

は
、
両
者

間

の
溝

を
容
認
す

る

と

い
う

こ
と

に
な

ら
な

い
で
あ

ろ
う

か
。
『
下

谷
叢
話

』
第

十

四
に
は
、

枕
山

と
梁

川
星
巌

の
関

係

に

つ
い

て

の
考

証
が
あ

り
、

両
者

は
師
弟

関
係

に
あ

っ
た

の
で
は

な

い
と
結

論
付

け

て

い
る
。
『
下
谷

の
は
な

し
』

に

は
な

か

っ
た

こ

の
個
所

に

つ
い

て
塩

崎
文

雄
氏

は
、
勤

皇

イ
デ

オ

ロ
ー
グ

と

し
て

の

一
面

を
持

つ
星

巌
と

の
関
係

を
希
釈

し
、

枕

山

の
周

辺

か
ら
政
治

性

を
除
去

し

よ
う

と

す

る

「
不
在

証

明

」
だ

と

指
摘

し
た

璽̂
。

毅
堂

に

つ
い

て

も
同
様

の
処

置
が
成

さ

れ
た
と

考
え

て
よ

い
だ

ろ
う
。

ま

た
、

次

の

よ
う

な

変

更

も

、

「
毅

堂

そ

の
も

の

の
と

ら

え

か

た
」

の
変
化

を
示

し

て

い
る
。

『
下
谷

の
は
な

し
』

「
二
十

」

で
は
、

嘉

永

四
年

藩
校

教
授

と

し

て
結
城

に
赴

任
し

て

い
た

頃

の
毅
堂

に

つ
い

て
、

毅

堂

の
家

を
継

い
だ
鷲

津
精

一
郎
翁

の
談

話

に
、
毅
堂

先
生

は
若

い
頃
に

は
評
判

の
美

男
子

で
白

井
権

八
と
緯

名

せ
ら
れ

た

位

で
あ

つ
た

と

い
ふ
。

わ

た
し

は

こ
の
話
を

聞

い
た
後
聴

水
霧

榛
吟

の
中

に
あ

る

「獺

下
将

二
風

貌

 漫

相

待
上
。

宋

玉

已

非
二
年

少

時

一。

窩

外
短

簾

三

四
尺

。

不
レ
妨

鄭

女

日
来
窺

。
」

の

}
首

を
諦

し

て
多

大

の
興

を
覚

え
た
。

詩
中

に
宋

玉
が

登
徒

子
好
色

賦
を

引

い
て

ゐ
る
所

を
見

れ
ば
、

作
者

が
東
家

の
女

に

は
見
向

き
も

し
な

か

つ
た

こ
と
は

言
ふ

に
及
ぼ

な

い
。

然

し
当
時

毅
堂

は
年

二
十

七
歳

の
美
丈

夫

で
あ

つ
た
と

す
れ
ば

艶

し

い
風

説

に

煩

は
さ
れ

た
事

は
事

実

で
あ
ら
う

。

と
述

べ
る
。

毅
堂

先
生

と

て
色
気

と
無

縁

で
な
か

っ
た

こ
と
を

伝
え

る

面
白

い
逸

事

で
あ

る
。

『
下
谷
叢

話
』

第

二
十

で
は
、

こ
の
個
所

は
削
除

さ

れ
る
が

、
鷲

津
精

一
郎

の
談
話

は
第

四

十
で
利

用
さ

れ

る
。

第

四
十

は
ま
ず

中

根
香

亭

『
天
王

寺
大

臓
悔

』

を
引

く
。

『
天

王

寺

大
臓

悔
』

は

「
天
王
寺

墓

地

に
埋
葬

せ
ら

れ
た
名

士
聞

人
が

夜
半

墓
よ

り
顕

れ
出

で
毘
沙

門

天
を
相

手

に
各

々
生
前

の
事

を
語

る
と

い

ふ
調

刺

の
文

」
。
毅

堂

も

登
場

し

、
か

つ
て
は

貧
窮

し

た

が
、

維
新

後

「
司
法
省

へ
召

し
出

さ
れ

判
事

と
な

つ
た

が
病

み
付
き

で
わ

る
気

で
も
な

い
が

(略

)
夫

よ

り
身

分

の
進

む
に
従

ひ
居

は
気

を
移

す
と

い
ふ

で
も

な

い
が

何

だ

か

や

た

ら

に
高

ぶ

り

た
く

な

り

ま

し
た

ゆ
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ゑ
、

昔

の
友

人

が
尋
ね

て
来

て
も

し
び
れ

の
切

れ

る
ほ
ど

待
た

せ
て

置

き

や
が

て
襖

を
左

右

へ
開

か

せ

て
静

に

ね

り

出

し
な

ど

し
ま

し

た
。
」
な

ど

と

語
る
。

続

い
て
、

や

は
り
毅

堂

が

か

つ
て
貧

乏

で
あ

っ
た

の
に
、

「
後

に

は
大
層

工
面

を
よ

く

し
」
高

価

な
書

画

を
購

入

し
た

り
し

て
い
た

こ
と

を
伝
え

る
香

亭

の
書
簡

を
引

く
。

そ

の
後

の

個

所

に
次

の
よ
う

に
あ

る
。

毅

堂

は

小
柄

で
す

こ
し
前

へ
か

ゴ
ん

で
歩

む
く

せ
が

あ

つ

た
。

面

長

で
額

は
広

く

目
は
大

き
く

眉

は
濃

く
、

壮
年

の
頃

に

は
白

井
権

八

と
緯
名

を

つ
け
ら

れ
た

程

の
美

男

子

で
あ

つ
た
。

そ

し

て
言
語

に
は
尾

張

の
国
託

が
な

く
純
然

た

る
江

戸
辮

で
あ

つ
た

さ

う
で
あ

る
。

三
嶋

中
洲

の

つ
く

つ
た

碑
文

に
も

「君

ハ

寵

眉
隆

準
、

屏

然
虚

弱

、
容

ハ
常

人

ヲ
喩

エ
ズ
。
」

と

し

て
あ

る
。毅
堂
が
晩
年
人
よ
り
往
々
侶
傲
の
誹
を
受
け
た
の
は
全
く
故

な
き
事
で
は
な
い
。
毅
堂
は
猪
飼
敬
所
の
門
人
で
三
礼
の
攻
究

に
最
も
カ
を
尽
し
た
学
者
で
あ
る
。
そ
の
平
生
に
於
て
も
辞
容

礼
儀
に
は
極
め
て
厳
格
で
毫
も
之
を
忽
せ
に
し
な
か
つ
た
。
之

に
加
る
に
毅
堂
は
其
の
性
と
し
て
世
の
汎
交
を
好
ま
ず
従
つ
て

雑
賓
を
迎

へ
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
偶
微
幸
者
の
来
つ
て
其

門
に
遊
ば
ん
と
す
る
者
に
対
し
て
は
断
乎
と
し
て
之
を
退
け

た
。
学
者
に
し
て
斯
の
如
き
性
行
を
有
す
る
も
の
は
往
々
誤
つ

て
辺
幅
を
修
る
も
の
と
見
倣
な
さ
れ
や
す
い
。

『
天
王
寺

大
臓

悔
』

の
引

用

は
、
前

田
氏

が
、
毅

堂

へ
の
違

和
感

・
反

発

の
表
れ

と
し

て
指
摘

し

た
も

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
続

く
右

の

よ
う

な
文

脈

に
置

か
れ

る

と
き
、

白
井

権
八

ば
り

の
美
男

子
だ

っ
た

と

い
う

逸

事

は

、
あ

る
種

の
嫌
味

を
伴

っ
て
し

ま
う

の

で
は

な

い

か
。

「毅

堂

が
晩

年

」

以
下

の
記

述

も

前

田
氏

が

指

摘

し
た

よ
う

に
、

言

い
訳
じ

み
た

「
何
と
な

く
奥

歯

に
も

の

の
は
さ
ま

っ
た

て

い

の
物
言

い
」

に
見

え
る
。

や

は
り
毅

堂

の
と
ら

え

か
た

は
、

改

作
前

後

で
変

化

し

て
お
り
、

『
下

谷
叢
話

』

で
は
そ

の
俗
物

性

を
露

わ

に
さ
れ

て

い
る
。

前

田
氏

は

、
『
下

谷
叢

話
』

の
毅

堂

に

つ
い

て

の
省

筆

と
、

春
濤

に

つ
い
て

の
そ
れ

が
、

と
も

に
彼

ら

の
俗
物
性

へ
の
批
評

を
含

む
点

で
同
質

で
あ

る
と

し
た
。

春
濤

に
関

わ

る
記
述

を
更

に
仔

細

に
見

て

ゆ
く

と
、
改

作

に
よ
る
変

更

に
も
、

毅
堂

の
場
合

と
同
質

の
も

の
が

見
ら

れ
る

こ
と

に
気
付

く
。

以
下

そ
う

し
た
例

を

三

つ
挙

げ

る
。

①

『
下

谷

の
は
な

し
』

「
十

一
」
、

天
保

十
年

の
条

に
、

此

の
頃
尾
張

の
森

春
濤

は

―
ノ
宮

の
家

に
帰

つ
て
時

々
丹
羽

村

の
鷲

津

益

斎

を
訪

う

た

。

「
呈

益

斎

鷲

津

先

生

」

の
作

に

「
宅
不

三
遷
孟

母
賢

」
と

云

つ
て

ゐ
る

か
ら
此

年
益
斎

の
母

は

猶

健
在

で
あ

つ
た
と

見
え

る
。

夏
も

秋
近

く
な

つ
た

頃
、

春
濤

は

谷
文

晃

の
描

い
た
盧

花
夜

月

図
を
観

て
江
戸

に
在

る
枕

山

の

事

を
思

出

し

て
、

「
写

出
盧

花
古

武

州
。

欲

将

相
憶

問

浮
鵬

。
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吾
妻

橋

外

月
如

水
。

「
紙
書

来
新

雁

秋
。
」

の

二
十
八
字

を

枕

山

に
寄

せ
た
。

文
晃

の
画

は
向
嶋

の
景
を

描

い
た
も

の

で
あ

つ

た

ら

し

い
。
春

濤

は
此
年

二
十

一
歳

で
あ

る
。

と

あ

る
が

、
『
下
谷

叢
話

』
第

八

は

「
夏
も

秋
近

く
な

つ
た

頃

…
描

い
た
も

の
で
あ

つ
た

ら

し

い
。
」

を
削
除

す
る
。

②

『
下

谷

の
は
な

し
』

「十

二
」
、

天
保

十

一
年

の
条

に
、

こ
の
間

に
枕

山

は
尾

張

か
ら
森
春

濤

の
消
息

に
接

し
た
筈

で

あ

る
。

「春

濤
詩

砂
」
庚

子

の
集

に

「万
松
亭

。

読
下
大

沼

子
寿

不

忍

池
観

蓮

与

二
星

巌

翁

一唱

和

詩
上
。

益
斎

先

生

使

二
予

次

韻

一。

乃
畳

レ韻

寄
二
懐

子

寿
。
」

と
題

し
て
七

言
律
詩

七
首

が
載

せ

て

あ

る
。

春

濤

は

一
ノ
宮

の
家

に
在

つ
て
医

を
業

と

す

る

の

傍

、

詩

文

の
研

鎖

を
怠

ら

ず

、

屡
丹

羽

村

の
万
松

亭

に
来

つ

て
、
鷲

津
益
斎

の
教

を
受

け

て
ゐ
た

の
で
あ

ら
う
。

益
斎

は
た

ま
た

ま
従
弟

枕
山

の
事

が
話
頭

に
上

つ
た
時

、
嘗

て
其

の
贈

り

来

つ
た
不

忍
池
観

蓮

の
作

を
春

濤

に
示
し
、

之
を

課
題

と

し
て

次

韻

せ
し

め
た
も

の
に
相

違
な

い
。

七
律
七

首

の

一
に

「
次
韻

限
二
三

日

乙

と

註
し

て
、

春
濤

は

「三

日
苦

吟

才
有

レ
限

。

百

方

冥
捜
句

難

レ
円
」
と

言

つ
て
ゐ

る
。

枕

山

の
原
作

は

一
先

の
韻

を
用

ひ
た

も

の
で
、

天
保
七

年
、

即

尾
張

か
ら

江
戸

に
還

つ
た
翌

年

の
作

で
あ

る
。

わ
た

し
は
既

に
丙
申

の
条

に
此

の
作

の
あ
る
事

を
述

べ

て
置

い
た

。
春

濤

の

枕
山
が
五
年
前
の
作
に
次
韻
す
る
の
は
少
し
く
時
に
後
れ
た
や

う
に
も
思
は
れ
る
。
春
濤
詩
紗
の
編
年
に
は
或
は
誤
が
あ
る
か

も
知
れ
ぬ
が
、
今
遽
に
考
ふ
べ
き
道
が
な
い
。

春
濤
は
こ
の
年
夏
よ
り
秋
に
か
け
て
頻
に
鷲
津
益
斎
と
凄
酬

し
て
ゐ
る
。
九
月
十
五
日
に
益
斎
が
服
部
子
廉
其
他
の
門
人
を

連
れ
て
、
春
濤
を
其
居
松
雨
荘
に
訪
う
た
。

と
あ

る
が
、

『
下
谷

叢
話
』

第
九

は

こ
れ
を
削

除

す
る
。

③
嘉

永

四
年
春

濤

は
江
戸

に
出

る
が
、

こ
の
と
き

の
様

子
を

『
下
谷

の
は
な

し
』

「
二
十

」

は
次

の
よ
う

に
記
す
。

尾

張
国

}
之
宮

の
医
師
森
魯

直

は
此

の
年
郷

里
を
去

つ
て
秋

の

初

に
は

既
に

江
戸

に
来

て
ゐ
た
筈

で
あ

る
。
春

濤
詩

紗
巻

六
辛

亥

の
作

中
に

「風
雨

喩
函
嶺

」

の
絶
句

が
載

せ

て
あ

る
。

雨
中
箱

根

の
関
所

を
越

え
る
時
春

濤

は
大
名

の
行

列

の
美

々

し

き

に
比

べ

て
独

り
都

門

に
向

ふ
身

の
心

細
さ

を

思

ひ
、

「長

槍

大

馬

乱
雲

間

。

知

是
何

侯

述

レ
職

還

。
倫

落

書

生

無

二
気

談

一。

雨
杉

風
笠
度

二
函

関

一。
」

の

一
首
を

口
吟

し
た

の
で
あ

る
。

裳

川
岩

渓
翁

は
春
濤

の
門
人

で
あ

る
。

わ

た
し

が
三
番

町

の

間
居

に
岩
渓

翁
を

訪

ひ
先
師

の
事

に

つ
い

て
問

う
た

時
、

翁
は

此

の
絶

句

を
朗
吟

し

つ
ン
机

上

の
詩
箋

に
之

を
書

し
て
わ

た
し

に
与

へ
ら

れ
た
。

そ

し
て
此

の
絶

句
は
春

濤

を
し

て

一
時

に
名

を
成
さ

し
め
た
壮
時

の
名
吟

で
あ

る
と

語
ら

れ
た
。

春
濤

も
自
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ら

そ

の

「
懐

人
絶

句

」
に
枕

山

が

こ
の
絶
句

を
激
賞

し
て
戯

に

森
雨

杉

と
呼

ん
だ

こ
と
を

記
し

て
ゐ

る
。

然

し
春
濤

の
名

声

は
猶

こ

の
時

に
在

つ
て
は
江

戸

に
留

つ
て

帷
を

下
す
程

に

は
至
ら

な

か

つ
た
。

春
濤

は

未
冬

の
来
ら
ざ

る

に
先

立

つ
て
帰
途

に

つ
い
た
。

そ

の
窮

迫
失
意

の
状

は
枕

山
等

に
贈

つ
た
留

別

の
絶

句

に
言

尽

さ

れ

て
ゐ

る
。

「
孤
剣

薫

然

百

計
非

。

官
程

秋
樹

雨

罪
微

。

可

レ
憐
季

子
無

二
顔
色

一。

一
領
 

裏

又
悪

帰
。
」

一
方

、

こ
れ

に
対
応

す

る

『
下

谷
叢

話
』

第
二

十
は
、

佐
藤

六

石

『
春

濤

先

生
逸

事
談

』

か

ら

、

毅

堂

の
春

濤

宛

書
簡

を

引

用

し

た

後
、

森
春

濤

は

こ
の
年

三

十
三
歳

。

尾
張

一
ノ
宮

の
家

を
去

つ
て

江
戸
に
来
り
上
野
山
内
の
学
寮
に
寄
寓
し
、
日
毎
に
枕
山
が
三

枚
橋
の
家
に
来
つ
て
或
は
詩
を
唱
和
し
或
は
笈
刻
を
な
し
頻
に

生
計
の
道
を
求
め
た
が
遂
に
得
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
春
濤

は
失
意
に
加
る
に
疲
を
患
ひ
郷
友
毅
堂
の
帰
府
を
待
ち
得
ず
し

て
情
然
と
し
て
西
帰
の
途
に
つ
い
た
。
事
は
皆

「春
濤
先
生
逸

事
談
」
に
記
述
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

と

あ

る
。

①

、

②

に
挙

げ

た

『
下

谷

の

は
な

し
』

「
十

=

お

よ
び

「
十

二
」

の
逸

事

は
、

枕

山
と
春

濤

の
交
遊

を

示
す

も

の

で
あ

る
。

「十

二
」

の
方

は
、

『
春

濤

詩

紗

』

の
編

年

の
誤

り
が

疑

わ

れ

て

い

る

が

、

「
十

=

の
方

は

、

そ
う

し

た
問

題

を
含

ん

で
お

ら
ず

、

文
晃

の
絵
を

媒
介

に
し

て
江

戸

の
友

を
思

う

と

い
う
、
文

人

同
士

の
友
情

を
伝

え

る
に
格

好

の
話
柄

に
も

見
え

る
。

に

も
か

か
わ
ら

ず
、

両
者

共
改

作

時
に

削
除
さ

れ

た
。

③

の
場

合

、
『
春

濤

先
生

逸

事
談

』

と

い
う

新
資

料

の
出
現

が
変

更

の
大

き
な

動
機

と
な

っ
て
い
る

の
は
確

か
だ

が
、

そ

の
意
味

は

そ

れ

だ

け
に

留

ま
ら

な

い
。
『
下

谷

の
は

な

し
』

は
、

春
濤

の
出

世
作

と

も
言

う

べ
き

「
風
雨
喩

函
嶺

」
を

紹
介

し
、

枕

山

の
激

賞

を
得
た

こ
と

に
も
言

及
す

る
。

そ

の
帰

郷

に

つ
い

て
も

「然

し
春

濤

の
名
声

は
猶

こ

の
時

に
在

つ
て
は
江
戸

に
留

つ
て
帷

を
下
す

程

に
は

至
ら
な

か

つ
た

」

と

そ
れ

程
悲

惨
な

感

じ

は
な

い
。

一
方
、

『
下

谷
叢

話
』

は
ど

う
か

。

「
風

雨
喩

函
嶺

」

に
触

れ

な

い
ば

か

り

か
、

そ

こ
に

は

生
計

の
道

も
立

た
ず

、
病

に
ま

で
見
舞

わ

れ
、

這

々
の
体

で
逃

げ
帰

る
春

濤

が
描

か
れ

て

い
る
。

こ
こ
で

『
下
谷
叢

話
』

が
依

拠

し

て
い
る

『
春
濤

先
生

逸
事

談
』

は
、

江

戸

で

の
春
濤

に

つ
い
て
、

横

山
湖

山
氏

も
此

の
比

江
戸

に
あ

り

て
門
戸

を
張

ら
れ

け

る

が
、

枕
山

氏
と

の
間

に

一
時

隙

あ

り
て
交

通
を
絶

た

れ
け

り
、

こ

ハ
枕

山
氏
、

始

め
星
巌

翁

の
門

に
あ

り
し
が

、
仔

細
あ

り

て

其

の
名

を
省

か
れ

し
よ

り
起

り

た

る
事

な

り

。

さ

れ
ど

先

生

(
11
春

濤
、

引

用
者

注
)

ハ
文
宇

の
交

な

れ
ば

と

て
少
し

も
隔

.48一



つ
る
こ
と
な
く
枕
山
氏
に
親
む
と
同
し
く
湖
山
氏
を
も
問
ひ
お

と
つ
れ
て
折
折
ハ
揮
毫
な
ど
乞
は
れ
き
と
な
ん
。
又
遠
山
雲
如

氏
も
兼
て
相
識
る
中
な
り
け
れ
ば
来
往
絶
え
ず
、
時
に
雲
如
氏

上
州
伊
香
保
に
赴
か
ん
と
て
出
て
立
た
れ
け
れ
ば
、
先
生
枕
山

氏
と
共
に
五
絶
句
を
唱
和
し
て
之
を
送
ら
れ
け
り
。
此
の
鯨
藤

森
弘
庵
日
下
部
夢
香
の
諸
家
を
問
ひ
、
詩
の
応
酬
許
多
あ
り
。

枕
山
氏
の
家
に
て
始
め
て
梅
痴
上
人
に
逢
は
れ
け
る
時
、
上
人

羅
漢
の
図
巻
を
出
し
て
詩
を
乞
は
れ
け
る
に
、
枕
山
氏
も
其
の

珍
蔵
せ
る
王
右
軍
の
石
像
を
出
し
て
互
に
真
贋
な
ど
評
し
あ
は

れ
け
り
。
先
生
因
て
之
を
合
詠
し
て
、

(詩
省

略
)

と
せ
ら

れ
ぬ
。

と
、

江
戸

の
文
人

た
ち
と

親

し
く
交

わ
る
機

会
も

あ

っ
た

こ
と
を
伝

え
る
。

ま
た

癒

に

つ
い
て
も
、

(前

略

)
如
何

せ
ら

れ
け

ん
、
先

生
瘡

病
を

煩
ら

ひ

て
枕

に
就

か
れ

し
か
ば
、

枕

山
氏

い
た
く
打

ち
驚

き
、

様
様

に

い
た

ハ
り

慰

め
ら

れ
け

る
に
、

先
生

こ

ハ
持

病

に

て
常

に
薬

を
用

ゐ
侍

ら

ず
、

只
何
に

て
も
神

仏

に
由
縁

あ
る

も

の

一
つ
給

ハ
れ
、

そ

れ

に
て
痙

え
申
す

べ
し
と

い
は
れ

け
れ
ば

、
枕

山
氏

神
棚

を
あ
さ

り
、

煤
付

き
た

る
笹

団
子

を
買

ひ
も

て
贈
ら

れ
き
。

先
生

之
を

用

ゐ
ら

れ
し

に
、
病

立
ち

ど

こ
ろ
に

お

こ
た

り
き

と
そ
。

今
も

世

に
此

の
病
を

治
す

る
に

叩几
符

を
用

ゐ
る
習

慣
あ

り
、
げ

に
さ

る
事

も
あ

り
け

る
に
や

、

(
五

V

兎
角

し
て
六

月

の
下

旬

に
な
り

ぬ
。

と
、
枕

山

と

の
友

情
を

も
感

じ
さ

せ
る
逸

事

を
伝

え

る
。

『
下
谷
叢
話
』
の
春
濤
は
そ
の
敗
北
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。『
下
谷
叢

話
』

で
は
、
毅
堂

も
春

濤

も
負

の
評
価

を
負

わ
さ

れ
て

い
る
。

ま

た
、
彼

ら
と

枕
山

と

の
交

遊

を
示
す
個

所

が
削

ら
れ
、

両

者

の

つ
な

が
り

は
弱
め

ら
れ

て

い
る
。

そ
れ

は
、

反

俗

の
文
人
枕

山

と
、
時

勢

に
樟
差

し

て
成
功

し
た
俗

物
毅

堂

・
春

濤

と

の
対
照

を
よ

り
鮮

明
に
す

る
た

め

の
変
更

で
あ

っ
た

と
考

え

る
。

四

『
下
谷

の
は
な

し
』

か
ら

『
下

谷
叢
話

』

へ
の
改
作

は
、

新
資

料

に
よ

る
記
述

の
整

理

・
充
実
だ

け

を
目
的

と

し
た
も

の

で
は
な

か

つ

た
。

『
下
谷
叢

話
』

は
、

反
俗

の
文
人

大

沼
枕

山
を

描
く

こ
と

に
、

よ
り

比
重
を

置

い
た
作

品
と

し

て
構

成

し
直
さ

れ
た

の

で
あ
る
。

そ

の
こ
と
は
、

ま
ず

冒
頭
部

分

に
は

っ
き

り
表

れ
て

い
る
。

ま
た
、

枕

山

の
位

置
が

明
確

に
な

る

こ
と
に

よ

っ
て
、

こ
れ
と

対
照

的
な

位
置

を
占

め
る
毅

堂
や
春

濤

の
描
き

方
も

変

化
し

て

い
る
。

彼

ら
は

そ

の

負

の
側

面
を

露
わ

に
さ

れ
、
枕

山

か
ら
遠
ざ

け

ら
れ

た
。

以

上

の
よ

う
な

意
味

で
、

『
下
谷

叢

話
』

が
史

伝

と

し

て

の
形

式
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と
、

は

っ
き

り
と

し
た
主

題
を

備
え

よ
う

と
し

て

い
た

の
だ

と
す

れ

ば

、

『
下

谷

の
は
な

し
』

は
そ

こ

に

い
た
る

以
前

の
未

定

稿

に
過
ぎ

な

い

の

で
あ

ろ
う

か

。
逆

に

い
え

ば

、
改

作

に
よ

っ
て

『
下

谷
叢

話
』

が
失

っ
た
も

の
は
な

か

っ
た

で
あ
ろ

う
か
。

前

章

で
見

た
、
毅

堂

・
春
濤

に
関

わ
る
変

更

は
ど
う

か
。
毅

堂

の

美
男

子

ぶ
り

は
、
彼

の
意

外
な

一
面

を
伝
え

る
点

で
面
白

い
話

柄

で

あ

っ
た
。

春
濤

が
、

谷
文

晃

の
絵

を

見
て

江
戸

の
枕
山

を
思

い
、
詩

を
贈

っ
た

こ
と
も
、

い
か
に
も

文
人

間

の
友

情

に
似

つ
か
わ

し

い
。

ま

た
、

「
風
雨

喩
函

嶺

」
詩

は
、

詩

人
森

春
濤

を

語

る
上

で
無

視

で

き
な

い
作

品

で
あ

ろ
う
。

し
か

し

こ
れ
ら

に

つ
い
て

の
記
述

は

『
下

谷
叢

話
』

に

は
な

い
。

改
作

に

あ
た

っ
て

『
春
濤

先
生
逸

事
談

』

に

依
拠

し
な

が

ら
、

同
書

が
伝

え

る
春
濤

と
江

戸
文

人
と

の
交
遊

に

は

触

れ
な

か

っ
た
。

改

作

で
削

除

さ

れ
た

、
『
下
谷

の
は
な

し
』

独
自

の
本

文
を

他

に

い
く

つ
か
挙
げ

て

み
る
。

「
十

三
」
、

天
保

十

二
年

の
条

に

は
次

の
よ
う

な
考

証

が
見

ら
れ

る
。

こ

の
年

の
作

に
は

ま
た

「芳

坊

詞
」

と
題

せ
ら

れ
た
も

の
が

あ

る
。

芳

町
に
在

つ
た
蔭
間

茶
屋

の
こ
と

で
あ
る
。

枕
山

は
増

上
寺
学

寮

の
僧
と

相
携

へ
て
若

衆

を
買

ひ
に
行

つ
た

の
で
あ
ら

う
。
其

詞

に

云
く

、

(詩

省
略

)

当
時

蔭
問

茶
屋

は
芳

町
、
湯

嶋

天
神
、
芝

神

明
前

の
三
箇

処

に
あ

つ
た
。

茶
屋

の
光
景

は
寺

門
静
軒

の
江
戸
繁

昌

記
に

記
載

せ
ら
れ

て
ゐ

る
。
蔭

間

は
多
く

女
装

を
な

し

て
ゐ
た

ら
し

い
。

「
究
懲

富
保

」
と

い
ふ
雑

書

に

「芳

町

に
か
げ

ま
や

あ
り
。

男

色

を
売

る
野
郎

屋
な

り
。

役
者

弟

子
奉

公

人
受

状

に
て
子

供
屋

多

く
あ

り

て
、
揚

屋
は
料

理
屋

茶
屋

に

て
別

の
家
な

り
。

価

一

切

百

疋
、
昼

三
分
、

夜

二
朱
な

り
。

野
郎

十

八
九
よ

り
芸
者

に

出

す
と

い
ふ
。

又
芝

居

に

て
女

形

の
役
者

は
平

日
人

数
少

く
、

御

殿
場

狂
言
、

或

は
御
姫

様

の
行

列
な
ぞ

に

は
女
形
多

く

入
用

の
時
、

こ
の
野
郎
を

雇

ひ
女
形

に
遣

ふ
な

り
。

其
時

野
郎

振
袖

を

著
編

笠
を

冠
り
楽

屋

入
を
す

る
。

是

天
明

の
始
も

斯
く

の
如

し
と

い
ふ
。
」

こ
の
年
十
月
七
日
に
堺
町
の
中
村
座
が
火
を
失
し
て
葺
屋
町

芳
町
あ
た
り
の
町
家
を
焼
い
た
。
以
後
劇
場

は
浅
草
山
の
宿
に

移
さ
れ
男
色
の
茶
屋
は
そ
の
他
の
私
娼
と
共
に
厳
禁
せ
ら
れ

た
。
世
に
謂
ふ
天
保
の
改
革
で
あ
る
。

こ
の
少
し
前
の
個
所
で
も
目
黒
の
比
翼
塚
に
つ
い
て
の
考
証
が
あ

る
。
本
筋
か
ら
は
脱
線
気
味
に
江
戸
風
俗
の
考
証
が
挿
入
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「十

七
」

で
は

弘
化

四
年
八

月
中

秋

の
宴

に
触

れ

た
条

で
、

た
ま
く

わ
た
し
は
成
嶋
柳
北
が
遊
事
の
沿
革
と
題
す
る
文
を

草

し

て
明
治

の
世

の
人
に

向

つ
て
審

に
江

戸
旧
時

の
行
楽

を
説

い
た
事

の
あ

つ
た
を

想
起

し
た
。

こ

㌧
に
其

一
節

を

録
す

る

の
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は
決

し

て
徒
爾

で
は
な

い
。

枕
山
等

江

戸
当
時

の
詩

人

の
生
活

と
情

緒

と
を

窺

ひ
知

る

に
、

柳

北

の
記
事

は

最

も

必

要

で
あ

る
。

と

し

て
、

成
島
柳

北

『
遊
事

ノ
沿
革

』
を

一
頁

に
わ

た

っ
て
引

く
。

続

く

「
十
八

」

で
は
、
嘉

永

二
年
、
枕

山
が
仲

御
徒

町

三
丁

目
に

新
居
を
建
て
た
こ
と
を
述
べ
る
条
で
、

維
新
以
前
下
谷
御
徒
町
練
屏
小
路
の
あ
た
り
に
は
儒
者
の
帷

を
下

し
文

人

の
社

を
結

ぶ
も

の
が
多

か

つ
た
。
大

正

六
年

沼
津

の
閑

居
に

没
し
た

中
根

香
亭

は
下
谷

長
者

町
に
生

れ

た
幕
臣

で

あ
る
。

其

の

「雅

談
」

に
記
す

る
と

こ
ろ
、

読
む

者
を

し

て
彷

彿
と

し

て
下

谷
往

時

の
門

巷

を
歩

む
が

如

き

思
を

な

さ

し

め

る
。

こ

㌧
に
其

一
節

を
録

す

る
。

と
し

て
中
根

香
亭

『
香
亭

雅
談

』
を

や
は

り

一
頁

ほ
ど

引
く
。

引
用

個

所

は
下

谷

一
帯

に
住

ま

っ
た

儒
者

文
人

の
名
を

列
挙

し
、

し
か

し

そ

の
ほ
と
ん

ど
が

既
に
鬼

籍

に
入

っ
た

こ
と

を
述

べ
た

後
、

之

を
要

す
る

に
諸
賢

の
故

宅
巳

に
屡
主

を
易

へ
、

面

目

一
変
。

人
得

て
之
を
知

る
無

き
な

り
。

嵯

乎
召

伯

の
莫

朽
枯

已

に
久

し

と
錐

も
、

後

の
学

者
其

の
詩

に
由

り

て
以

て
其

の
人
を
想

ふ
。

我

の
此
を
叙

ぶ

る
者
、

亦
未

だ
此

に
意
莫

く

ん
ば
あ

ら
ざ

る
な

り
。

(
原
漢

文
)

と
言

う
。

こ
れ
を

受
け

て

そ

の
後

に
は

、

わ
た

し
が

香
亭

雅
談

の

一
節

を

こ

Σ
に
引
来

つ
た

の
も
其

の

意
は
冑
に
下
谷
の
む
か
し
を
想
見
ん
が
為
の
み
で
は
な
い
。
雅

談
を
読
み
て
其
の
著
者
が
為
人
を
想
ひ
心
施
頗
揺
々
た
る
を
禁

じ
得
な
か
つ
た
故
で
あ
る
。
中
根
香
亭
の
事
は
絵
事
に
渉
る
を

以
て
暫
く
言
は
な
い
。

と
あ

る
。

「
二
十

三
」

は
、
嘉

永

七
年

の
春

に
枕
山

が

「
殆
累

日
家
を

出

で

Σ
観

花

の
興

を
恣

に
し

た
」

こ
と

を

述

べ
る
。

「枕

山

が

江
戸
遊

楽

の
詩
篇

」

を

「ポ

ー

ル

フ
ォ
ー

ル

の
巴
里

の
景

物
詩

パ
リ

イ
、

サ

ン

チ

マ
ン
タ

ル
」

に
擬

え
た

の
に
続

い
て
、

隅

田
川

の
桜
花

は

維
新

の
後

に
至

つ
て
も
猶

三
十

鯨
年

の
間

都
人

の
よ

ろ

こ
ぶ

所
と

な

つ
て
ゐ

た
。

わ
た

し
は
枕

山

の
詩

賦

を
見
て
た
ま
く

墨
堤
旧
時
の
光
景
を
憶
ふ
や
お
の
つ
か
ら
露

伴

幸

田
翁

に

つ
い
て
言

ふ
所

が
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

幸

田
翁

は
墨

江

の
涯

に
住

し

て
朝

暮
其

風

光
を

よ
ろ

こ
び
見

た
最
終

の

名

家

で
あ
ら

う
。

何
が
故

に
最

終

と
言

ふ
か
。

其
人

は
尚

健
在

で
あ

る
が
其

景
は

既
に
破

壊

せ
ら

れ
て
存
在

し
な

い
か
ら

で
あ

る
。
幸

田
翁

が

「春

の
墨

堤
」

と
題

す

る
文

に
日
く

、

(
引
用

略
、

約

一
頁
)

長
命
寺

の
門

外

に
大
沼

枕
山

、
鰻

松
塘
、

関

雪
江

三
人

の
詩

を
刻

し

た
墨
水

看
花

之
碑

と

い
ふ
も

の
が
あ

つ
た
。

わ
た

し
は

建

碑

の
年

月
を

知
ら

う
が

た
め
大

正

十

二
年

震

後

の
冬

赴
き

見

る

に
碑

は
倒

れ

て
砕

け

て
ゐ
た
。

わ
た

し

は
砂
礫

の
中

に
散

乱
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し
た

二

三

の
破
片

を
拾

つ
て
家

に
帰

つ
た
。

と
あ

る
。

『
遊

事

ノ

沿
革

』
、

『
香
亭

雅

談

』
、

『
春

の
墨

堤
』
。

い
ず

れ

も

『
下

谷
叢
話

』

に
お

い
て

は
余

分
な

引

用

で
あ
り
、

削
除

し

て
冗
漫

さ
を

解

消

し

よ

う
と

し
た

の
は
当

然

の
処

置

と
も

言

え

る
。

し
か

し
、

こ
れ
ら

の
引

用
は
、

明
治

の
初

期

ま

で
は
確

か
に
保

た
れ

伝
え

ら
れ

て
い
た

江
戸

の
文
雅

を
、

あ

る
時

間
的

・
空
間

的
広

が
り

を
持

っ
て
伝

え

て

い
る
。

そ

れ
が
柳

北
ら

の
名

文

で
あ

る
こ
と

も
重

要

で

あ

る
。
一
見

雑
多

に
見

え
る

『
下

谷

の
は
な

し
』

は
、

む
し
ろ

そ

の
雑
多

さ

故

に
、
自

由

に
、
あ

る
程
度

幅
広

く

江
戸

の
文
雅

を
描

き
出

し

て

い
る

と
思

わ

れ

る
。
『
下

谷
叢

話
』

は

、
作

品

の
完

成
度

と

引

き
換

え

に
、

そ
う

し
た
広

が

り
を

い
さ
さ

か
失

っ
て

い
る
よ
う
な

の
で
あ

る
。

お

わ
り

に

以
上

、
『
下

谷

の
は

な

し
』
改

作

に

つ
い

て
考

え

て
き

た

が
、

こ

こ
で
最
後

に
前

田
愛

氏

の
論
考

「枕

山
と
春

濤

明
治
初

年

の
漢

詩
壇

」
(δ

に

つ
い
て
触
れ

る

こ
と

に
す

る
。

そ

の
中

で
前

田
氏

は
、

荷
風
の

『
下
谷
叢
話
』
は
国
事
に
尽
痒
す
る
鷲
津
毅
堂
と
風

流

に
遁
逃

す

る
大

沼
枕
山

と
、

対
照
的

な

二
文

人

の
生
涯

を
見

事

に
描

き
分

け
た
が

、

こ

の
図

式

は
や
や
趣

き

を
異

に
す

る
も

の
の
、
枕

山
と

春
濤

の
ば

あ

い
に
移

し

て
み
る

こ
と

も
可
能

で

あ

ろ
う
。

と
述

べ
、

同
論

が

『
下
谷

叢
話
』

の
枠

組

み
を
引

き
継

ぐ

も

の
で
あ

る
こ
と

を
明

ら
か

に
し

て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

頑
な
な

ま

で
に

江
戸

の
遺
民

と

し
て

の
生
き
方

を

保
持

し
た
枕

山

と
、

政
府

高
官

に
深

く
食

い
込

み
、

巧

み
に
時
勢

に
乗

じ

て
詩
壇

の

雄
と

な

っ
た
春

濤
を

、
鮮

や
か

に
対

照
さ

せ
た
前

田
氏

の
論
は

極
め

て
魅

力
的

で
あ

る
。

い
ま

だ

に
ほ
と

ん
ど

研
究

が
進

ん

で

い
な

い
明

治
漢

詩

に

つ
い
て

の
数
少

な

い
論
考

の

一
つ
で
あ

る
点
、

近
代

と

い

う
時

代

を
問

い
直

そ
う
と

い
う

問
題
意

識

を
背
景

に
持

つ
点

で
も
重

要

で
あ

る
。

そ

の

こ
と
は

い
く

ら
強

調
し

て
も

し
足

り
な

い
ほ

ど
で

あ

る
。
そ

れ

で
も

『
下
谷
叢

話
』

を

引
き
継

い
だ

前

田
氏

の
論

は
、

や
は

り

『
下
谷
叢

話
』

と

同
様

の
偏

り
を
免

れ

て

い
な

い
よ
う

に
思
わ

れ

る
。

反
近

代

・
反
俗

の
詩

人
と

し

て
の
枕

山

に
対

し

て
、

近
代

に
適

応

し

、
う

ま
く
世

を
わ

た

っ
た
者

は
、

俗
人

と

し
て
扱

わ
れ

る
。

こ

の
枠

組

み
に
よ

る
限

り
、
例

え
ば

春
濤

や
そ

の
息
椀

南

ら

は
評
価

の

対
象

と
な

り
得
な

い
が
、

こ
れ

に
代
わ

る
新

た
な

視
点

は
提

示
さ

れ

て

こ
な

か

っ
た
。

し

か
し
、

そ
う

し
た

ひ
と

び
と

の
側

に
も

文
学

は

あ
り
、

風
雅

も
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
彼

ら
が

詩

人
と

し
て
成

功
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し
た

の
は
、
単

に
そ

の
政
治

力

・
経

営
能

力

に
よ

る
の

で
は
な

く
、

詩
業

そ

の
も

の

の
力

に
も

目
を
向

け
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
の

で
は
な

い
か
。

も

と
よ

り

こ
れ
は
前

田
氏

に
対
す

る
批

判
と

し

て
言

う

の

で
は
な

い
。

む

し

ろ
前

田
氏

が
残

し

て
く

れ
た

我

々
の
課
題

で
あ

る
。
『
下

谷
叢

話
』

の
改
作

の
あ

と
さ

き
を
考

え
る

こ
と

は
、
明

治
漢

詩
研

究

の
あ

り
方

を
問
う

こ
と

で
も
あ

っ
た
。

〈注
〉

(
こ

『
下
谷
叢
話
』
執
筆
の
経
緯
に

つ
い
て
は
竹
盛
天
雄

「『
下
谷
叢
話
』

縁
起

初
出
か
ら
改
作

へ
の
す
じ
み
ち

」
(『
文
学
』

一
九
六

五

・
九
)、
塩
崎
文
雄

「『
下
谷
叢
話
』
考
ー

鴎
外
史
伝

の
受
容
を

中
心
に

」

(真
下
三
郎
先
生
退
官
記
念
論
文
集

『
近
世

・
近
代
の

こ
と
ば
と
文
学
』

(真

下
三
郎
先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会

一
九

七
二
)
)
に
詳
し
い
。

(二
)
『
断
腸
亭
日
乗
』
の
引
用
は

『
荷
風
全
集
』
第

二
十

一
巻

(岩
波
書

店

一
九

九

三
)

に
よ

る
。

以

下
同

じ
。

(三
)

『
断

腸
亭

日
乗
』

に
よ

る
。

春

陽

堂
版

『
下

谷
叢

話
』

本

文

末

尾

に

は

「
(大
正
十
三
甲
子
年
十
二
月
脱
稿
ご

と
あ
る
。

(
四
)

「『
下
谷
叢
話
』
考

二

依

拠
資
料

の
考
察

を
中

心
に
i

」

(『
広
島

女
学

院

大
学

論
集

』

一
九

七

二

・
十

二
)
。

(
五
)

佐
藤

六

石

『
春

濤

先

生
逸

事

談
』

は
、
『
文
』

第

三
巻

第

十

一
、

十

二
号
、
第
四
巻
第

一
、
四
、
五
号

(明
治
二
十
二
年
十
二
月
～

二
十

三
年
三
月
)
に
掲
載
。
引
用
箇
所
は
第
三
巻
第
十
二
号
掲
載
分
。

(六

)

『
前

田
愛

著

作
集

』

第

一
巻

(筑
摩

書

房

一
九

八
九

)

所
収

。

初

出
時
は

「枕
山
と
春
濤

明
治
十
年
前
後

の
漢
詩
壇
―

」
(『
日

本

近
代

文

学
』

一
九

六

八

・
五
〉。

引
用

に
際

し

て

は
、

の
に
改

め

た
。

原
則
と
し
て
振
り
仮
名
を
省
略
し
、
字
体
は
通
行
の
も

(ふ

く

い

た

つ
ひ

こ

・
研
修

員

)
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